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(57)【要約】
【課題】貯留部内の溶剤の貯留量によらず、ノズルから
排出される溶剤の排出量を一定にすることができ、また
、溶剤の排出とその停止とを容易に操作することができ
る防水シート接合装置、および、かかる防水シート接合
装置を用いた防水シート接合方法を提供すること。
【解決手段】防水シート接合装置１は、溶剤Ｑを防水シ
ート１００に供給する供給系１０と、回転可能に支持さ
れた車輪９２を有し、車輪９２が回転することにより供
給系１０ごと走行する走行系９とを備える。供給系１０
は、溶剤Ｑを貯留する貯留部２と貯留部２に連通し、溶
剤Ｑが通過する流路３と、流路３に連通し、流路３を通
過した溶剤Ｑを防水シート１００に吐出するノズル５と
、流路３内の溶剤Ｑをノズル５側に向かって送り出すポ
ンプ６と、車輪９２の回転力をポンプ６を作動させる動
力として、ポンプ６に伝達する力伝達部７とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防水性を有する防水シートを溶剤により接合する防水シート接合装置であって、
　前記溶剤を前記防水シートに供給する供給系と、
　回転可能に支持された車輪を有し、該車輪が回転することにより前記供給系ごと走行す
る走行系とを備え、
　前記供給系は、前記溶剤を貯留する貯留部と、
　前記貯留部に連通し、前記溶剤が通過する流路と、
　前記流路に連通し、前記流路を通過した前記溶剤を前記防水シートに吐出するノズルと
、
　前記流路内の前記溶剤を前記ノズル側に向かって送り出すポンプと、
　前記車輪の回転力を前記ポンプを作動させる動力として、前記ポンプに伝達する力伝達
部とを有することを特徴とする防水シート接合装置。
【請求項２】
　前記ポンプは、前記走行系が前進したときには、前記溶剤を前記ノズルから吐出するよ
うに作用し、前記走行系が後退したときには、前記ノズルからの前記溶剤の吐出を停止さ
せるよう作用する請求項１に記載の防水シート接合装置。
【請求項３】
　前記ポンプは、前記流路の途中に設けられ、回転可能に支持されたインペラを有するイ
ンペラポンプで構成され、
　前記力伝達部は、前記インペラと前記車輪とを連結するタイミングベルトを有し、前記
走行系が前進したときには前記インペラを正転させ、前記走行系が後退したときには前記
インペラを反転させる請求項２に記載の防水シート接合装置。
【請求項４】
　前記ポンプは、前記流路の途中に設けられ、互いに噛み合う２つの歯車を有する歯車ポ
ンプで構成され、
　前記力伝達部は、前記２つの歯車のうちの一方の歯車と前記車輪とを連結するタイミン
グベルトを有し、前記走行系が前進したときには前記一方の歯車を正転させ、前記走行系
が後退したときには前記一方の歯車を反転させる請求項２に記載の防水シート接合装置。
【請求項５】
　前記一方の歯車が正転している状態では、前記ノズルから前記溶剤が吐出され、
　前記一方の歯車が反転している状態では、前記ノズルからの前記溶剤の吐出が停止する
請求項４に記載の防水シート接合装置。
【請求項６】
　前記ノズルは、前記溶剤を吐出する際、前記防水シートの裏側に挿入される請求項１な
いし５のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
【請求項７】
　前記防水シートは、帯状をなすものであり、
　前記供給系は、前記ノズルを複数有し、前記複数のノズルのうちの少なくとも２つのノ
ズルは、前記溶剤を吐出する際、前記防水シートの幅方向の両側から、前記防水シートの
裏側に挿入される請求項１ないし６のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
【請求項８】
　前記車輪は、前記溶剤が供給された前記防水シートを表側から転圧するローラで構成さ
れている請求項６または７に記載の防水シート接合装置。
【請求項９】
　前記供給系は、前記ノズルを鉛直軸回りに回動可能に支持する回動支持部を有する請求
項１ないし８のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
【請求項１０】
　前記供給系は、前記流路の途中に設けられ、前記流路を通過する前記溶剤の流量を調整
する流量調整部を有する請求項１ないし９のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
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【請求項１１】
　前記走行系は、前記防水シートの変形を矯正する矯正機構を備える請求項１ないし１０
のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
【請求項１２】
　前記走行系は、走行速度を検出する検出部と、該検出部の検出結果を表示する表示部と
を有する請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の防水シート接合装置。
【請求項１３】
　請求項１ないし１２のいずれか１項に記載の防水シート接合装置を用いて、前記防水シ
ートを接合する接合工程を有することを特徴とする防水シート接合方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水シート接合装置および防水シート接合方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、建築物の高耐久化が求められるに伴って、多くの建築物の屋上やベランダ等にお
いて、防水シートを敷設施工したシート防水構造が採用されている。シート防水構造とし
ては、例えば、２枚の防水シートの縁部同士を上下に重ね合わせて、その重ね合わせ部を
接着剤によって接合したものが知られている。
【０００３】
　防水シート同士の重ね合わせ部に接着剤を供給するには、その供給装置として、シート
の簡易接合装置を用いることができる（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に記載の
供給装置は、接着剤を貯留するタンクと、タンクに接続され、接着剤が通過するチューブ
と、チューブの先端部に接続され、接着剤が前記重ね合わせ部に排出されるノズルとを有
している。この供給装置は、サイフォンの原理により、タンクからノズルまで接着剤を送
り出すことができる。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の供給装置では、サイフォンの原理を利用しているた
め、タンク内の接着剤の液面の高さによって、ノズルから排出される接着剤の排出量が変
化するという問題がある。この場合、前記重ね合わせ部での接着強度が安定しない、すな
わち、均一とならないおそれがある。また、特許文献１に記載の供給装置では、前記チュ
ーブの途中に設けられたバルブが開状態である限り、前記重ね合わせ部の接合作業をする
かしないかに関わらず、接着剤がノズルから排出され続けてしまうという問題もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実公平０５－０１２０２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、貯留部内の溶剤の貯留量によらず、ノズルから排出される溶剤の排出
量を一定にすることができ、また、溶剤の排出とその停止とを容易に操作することができ
る防水シート接合装置、および、かかる防水シート接合装置を用いた防水シート接合方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的は、下記（１）～（１３）の本発明により達成される。
　（１）　防水性を有する防水シートを溶剤により接合する防水シート接合装置であって
、
　前記溶剤を前記防水シートに供給する供給系と、



(4) JP 2020-6568 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

　回転可能に支持された車輪を有し、該車輪が回転することにより前記供給系ごと走行す
る走行系とを備え、
　前記供給系は、前記溶剤を貯留する貯留部と、
　前記貯留部に連通し、前記溶剤が通過する流路と、
　前記流路に連通し、前記流路を通過した前記溶剤を前記防水シートに吐出するノズルと
、
　前記流路内の前記溶剤を前記ノズル側に向かって送り出すポンプと、
　前記車輪の回転力を前記ポンプを作動させる動力として、前記ポンプに伝達する力伝達
部とを有することを特徴とする防水シート接合装置。
【０００８】
　（２）　前記ポンプは、前記走行系が前進したときには、前記溶剤を前記ノズルから吐
出するように作用し、前記走行系が後退したときには、前記ノズルからの前記溶剤の吐出
を停止させるよう作用する上記（１）に記載の防水シート接合装置。
【０００９】
　（３）　前記ポンプは、前記流路の途中に設けられ、回転可能に支持されたインペラを
有するインペラポンプで構成され、
　前記力伝達部は、前記インペラと前記車輪とを連結するタイミングベルトを有し、前記
走行系が前進したときには前記インペラを正転させ、前記走行系が後退したときには前記
インペラを反転させる上記（２）に記載の防水シート接合装置。
【００１０】
　（４）　前記ポンプは、前記流路の途中に設けられ、互いに噛み合う２つの歯車を有す
る歯車ポンプで構成され、
　前記力伝達部は、前記２つの歯車のうちの一方の歯車と前記車輪とを連結するタイミン
グベルトを有し、前記走行系が前進したときには前記一方の歯車を正転させ、前記走行系
が後退したときには前記一方の歯車を反転させる上記（２）に記載の防水シート接合装置
。
【００１１】
　（５）　前記一方の歯車が正転している状態では、前記ノズルから前記溶剤が吐出され
、
　前記一方の歯車が反転している状態では、前記ノズルからの前記溶剤の吐出が停止する
上記（４）に記載の防水シート接合装置。
【００１２】
　（６）　前記ノズルは、前記溶剤を吐出する際、前記防水シートの裏側に挿入される上
記（１）ないし（５）のいずれかに記載の防水シート接合装置。
【００１３】
　（７）　前記防水シートは、帯状をなすものであり、
　前記供給系は、前記ノズルを複数有し、前記複数のノズルのうちの少なくとも２つのノ
ズルは、前記溶剤を吐出する際、前記防水シートの幅方向の両側から、前記防水シートの
裏側に挿入される上記（１）ないし（６）のいずれかに記載の防水シート接合装置。
【００１４】
　（８）　前記車輪は、前記溶剤が供給された前記防水シートを表側から転圧するローラ
で構成されている上記（６）または（７）に記載の防水シート接合装置。
【００１５】
　（９）　前記供給系は、前記ノズルを鉛直軸回りに回動可能に支持する回動支持部を有
する上記（１）ないし（８）のいずれかに記載の防水シート接合装置。
【００１６】
　（１０）　前記供給系は、前記流路の途中に設けられ、前記流路を通過する前記溶剤の
流量を調整する流量調整部を有する上記（１）ないし（９）のいずれかに記載の防水シー
ト接合装置。
【００１７】
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　（１１）　前記走行系は、前記防水シートの変形を矯正する矯正機構を備える上記（１
）ないし（１０）のいずれかに記載の防水シート接合装置。
【００１８】
　（１２）　前記走行系は、走行速度を検出する検出部と、該検出部の検出結果を表示す
る表示部とを有する上記（１）ないし（１１）のいずれかに記載の防水シート接合装置。
【００１９】
　（１３）　上記（１）ないし（１２）のいずれかに記載の防水シート接合装置を用いて
、前記防水シートを接合する接合工程を有することを特徴とする防水シート接合方法。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、貯留部内の溶剤の貯留量によらず、ノズルから排出される溶剤の排出
量を一定にすることができ、また、溶剤の排出とその停止とを容易に操作することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本発明の防水シート接合装置の第１実施形態を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１中の矢印Ａ方向から見た図である。
【図３】図３は、図１中の矢印Ｂ方向から見た図である。
【図４】図４は、図１中の矢印Ｃ方向から見た図である。
【図５】図５は、図１に示す防水シート接合装置が前進している状態を示す垂直部分断面
図である。
【図６】図６は、図１に示す防水シート接合装置が後退している状態を示す垂直部分断面
図である。
【図７】図７は、本発明の防水シート接合装置の第２実施形態を示す斜視図である。
【図８】図８は、本発明の防水シート接合装置の第３実施形態を示す側面図である。
【図９】図９は、本発明の防水シート接合装置の第４実施形態を示す垂直部分断面図であ
る。
【図１０】図１０は、防水シートの施工状態の一例を示す分解斜視図である。
【図１１】図１１は、防水シートの施工状態の一例を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の防水シート接合装置および防水シート接合方法を添付図面に示す好適な
実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００２３】
　＜第１実施形態＞
  図１は、本発明の防水シート接合装置の第１実施形態を示す斜視図である。図２は、図
１中の矢印Ａ方向から見た図である。図３は、図１中の矢印Ｂ方向から見た図である。図
４は、図１中の矢印Ｃ方向から見た図である。図５は、図１に示す防水シート接合装置が
前進している状態を示す垂直部分断面図である。図６は、図１に示す防水シート接合装置
が後退している状態を示す垂直部分断面図である。図１０は、防水シートの施工状態の一
例を示す分解斜視図である。図１１は、防水シートの施工状態の一例を示す分解斜視図で
ある。
【００２４】
　なお、以下では、説明の都合上、図１、図２および図５～図１１中の上側を「上（また
は上方）」または「表側」、下側を「下（または下方）」または「裏側」と言う。また、
図１および図７中の斜め左下側、図２中の左側、図３および図４中の下側、図５および図
６中の左側を「前（または前方）」と言う。また、図１および図７中の斜め右上側、図２
中の右側、図３および図４中の上側、図５および図６中の右側を「後（または後方）」と
言う。また、図１～図９に示すように、互いに直交する３軸をｘ軸、ｙ軸およびｚ軸とす
る。また、ｘ軸とｙ軸を含むｘｙ平面が水平となっており、ｚ軸が鉛直となっている。
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【００２５】
　図１に示す防水シート接合装置（以下単に「接合装置」と言う）１は、防水性を有する
防水シート１００を溶剤（可溶性溶剤）Ｑにより接合する装置である。
【００２６】
　また、本発明の防水シート接合方法は、防水シート１００を接合する接合工程を有して
いる。防水シート接合装置１は、この接合工程で用いられる。
【００２７】
　防水シート１００が敷設される（施工される）躯体としては、特に限定されず、例えば
、屋上やベランダ等の床面が挙げられる。
【００２８】
　また、防水シート１００の敷設態様としては、特に限定されず、例えば、図１０や図１
１に示す態様がある。
【００２９】
　図１０に示す態様では、帯状の防水シート１００（以下「防水シート１００Ａ」と言う
）と、防水シート１００Ａよりも幅が大きい２枚の防水シート１００（以下「防水シート
１００Ｂ」と言う）とを備えている。防水シート１００Ｂ同士が間を開けて隣り合って、
敷設されている。防水シート１００Ａは、防水シート１００Ｂ同士の間を埋めるように、
上側から敷設されている。そして、防水シート１００Ａと各防水シート１００Ｂとは、縁
部が重なっており、この重なり部１０１が接合しろとなって、接合装置１により接合され
る。
【００３０】
　なお、図１０に示す態様では、２つの防水シート１００Ｂのうちの少なくとも一方の防
水シート１００Ｂを断熱パネル、すなわち、いわゆる「塩ビ鋼板」に代えてもよい。断熱
パネルは、内層がガルバリウム鋼板（登録商標）やステンレス鋼板等の各種鋼板で構成さ
れ、最外層が防水シート１００Ｂと同様に防水性を有するシート（防水シート）で構成さ
れたものである。
【００３１】
　図１１に示す態様では、防水シート１００Ｂ同士が縁部で重なり合っている。そして、
この重なり部１０１が接合しろとなって、接合装置１により接合される。
【００３２】
　なお、図１１に示す態様では、２つの防水シート１００Ｂのうちの下側の防水シート１
００Ｂを、前述した断熱パネルに代えてもよい。
【００３３】
　また、本実施形態では、一例として、図１０に示す態様の接合に接合装置１を用いる場
合について説明する。
【００３４】
　防水シート１００の構成材料としては、例えば、ポリ塩化ビニルのような塩化ビニル系
樹脂、ポリオレフィン系樹脂、エチレン酢酸ビニル共重合体等が挙げられ、これらのうち
の１種または２種以上を組み合わせて用いることができるが、ポリ塩化ビニルであるのが
好ましい。これにより、例えば、防水シート１００同士の密着性を向上させることができ
る。
【００３５】
　図１に示すように、防水シート接合装置１は、溶剤Ｑを防水シート１００に供給する供
給系１０と、供給系１０ごと走行する走行系９とを備えている。以下、各部の構成につい
て説明する。
【００３６】
　走行系９は、車体９１と、車体９１の下部に回転可能に支持された複数の車輪９２と、
車体９１の上部に支持、固定されたハンドル９３とを有している。
【００３７】
　車体９１は、ｙ軸方向に並べて配置された２つのフレーム９４と、２つのフレーム９４
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を連結する２つの連結板９５とを備えている。
【００３８】
　各フレーム９４は、天板９４１と、天板９４１の裏側に固定された２枚の側板９４２と
を有している。２枚の側板９４２は、ｙ軸方向に並べられ、間隙を介して互いに対向して
配置されている。
【００３９】
　各連結板９５は、各フレーム９４の天板９４１同士を連結している。なお、連結板９５
による連結は、解除可能となっていてもよい。
【００４０】
　図１に示すように、各フレーム９４には、２枚の側板９４２の間に、複数の車輪９２が
配置されている。各車輪９２は、回転可能に支持されたローラで構成されている。そして
、各車輪９２が回転することにより、接合装置１は、供給系１０ごと走行することができ
る。例えば、図５に示すように、各車輪９２が矢印β９２方向に回転した場合には、接合
装置１を矢印α１方向に前進させることができる。また、図６に示すように、各車輪９２
が矢印β９２と反対方向の矢印β９２’方向に回転した場合には、接合装置１を矢印α２
方向に後退させることができる。なお、各フレーム９４に配置される車輪９２の配置数は
、図２に示す構成では９つであるが、これに限定されない。
【００４１】
　走行系９は、複数の車輪９２のうちのいずれかの車輪９２が起動輪、転輪、遊動輪（誘
導輪）として機能し、これらを囲むように設置された無限軌道をさらに有する構成となっ
ていてもよい。この構成の場合、接合装置１は、起動輪によって無限軌道を駆動させて、
走行することができる。
【００４２】
　ハンドル９３は、各フレーム９４の天板９４１から上方に向かって突出したポール９６
に支持、固定されている。防水シート１００の接合作業を行なう作業者は、ハンドル９３
を把持して、そのまま接合装置１を矢印α１に押して前進させたり（図５参照）、または
、接合装置１を矢印α２に引いて後退させたり（図６参照）する操作を行うことができる
。
【００４３】
　供給系１０は、溶剤Ｑを防水シート１００に供給する構造体である。供給系１０は、ｙ
軸方向負側のフレーム９４の車体９１に支持された第１供給系１０Ａと、ｙ軸方向正側の
フレーム９４の車体９１に支持された第２供給系１０Ｂとで構成されている。第１供給系
１０Ａと第２供給系１０Ｂとは、配置箇所が異なること以外は、同じ構成であるため、以
下、第１供給系１０Ａについて代表的に説明する。なお、本実施形態では、図３に示すよ
うに、２つのフレーム９４の間にｘ軸方向に沿った仮想線ＶＬを想定した場合、第１供給
系１０Ａと第２供給系１０Ｂとは、仮想線ＶＬに関して対称的に配置されている。
【００４４】
　図１に示すように、第１供給系１０Ａは、溶剤Ｑを貯留する貯留部２と、貯留部２に連
通する流路３と、流路３を通過する溶剤Ｑの流量を調整する流量調整部４と、流路３に連
通するノズル５と、流路３内の溶剤Ｑをノズル５側に向かって送り出すポンプ６と、動力
をポンプ６に伝達する力伝達部７とを有している。
【００４５】
　貯留部２は、本実施形態では、例えば円筒状をなすタンクで構成されている。なお、タ
ンクには、外部と連通する通気孔があるのが好ましい。
【００４６】
　また、貯留部２は、フレーム９４の天板９４１の上方に向かって突出して設けられた支
柱９４３に固定されている。
【００４７】
　この貯留部２には、溶剤Ｑが貯留されている。溶剤Ｑとしては、特に限定されないが、
例えば、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、ニトロベンゼン、四塩化炭素、ピリジン、酢酸
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エチル、シクロヘキサノン、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）等のケトン類、トルエン、メ
チルアルコール、イソプロピルアルコール等のアルコール類等が挙げられるが、中でも、
テトラヒドロフランであることが好ましい。テトラヒドロフランは、揮発性に優れ、各種
樹脂材料が溶解性を示すため、溶着法に用いる溶剤として好ましい。
【００４８】
　貯留部２の底部２１には、流路３が液密的に接続されている。流路３は、貯留部２に連
通し、溶剤Ｑが通過する金属製のパイプで一部または全部を構成することができる。流路
３は、複数本のパイプが継手を介して接続されたものであってもよいし、１本のパイプで
構成されていてもよい。また、パイプは、その長手方向の途中が１箇所または複数箇所で
屈曲または湾曲していてもよい。
【００４９】
　流路３の貯留部２と反対側には、ノズル５が液密的に接続されている。図５、図６に示
すように、ノズル５は、偏平形状をなす金属製の中空体で構成され、流路３に連通してい
る。
　なお、ノズル５には、当該ノズル５を補強する補強材が設けられていてもよい。
【００５０】
　また、図４に示すように、ノズル５は、後方、すなわち、ｘ軸方向負側に向かって開口
し、流路３を通過した溶剤Ｑを防水シート１００に吐出する吐出口５１を有している。そ
して、吐出口５１から吐出された溶剤Ｑは、防水シート１００Ａと防水シート１００Ｂと
の接合に供される。吐出口５１の形状は、図４に示す構成ではｙ軸方向に沿ったスリット
状となっているが、これに限定されない。
【００５１】
　なお、第１供給系１０Ａのノズル５は、ｘｙ平面と平行にｙ軸方向正側に向かって突出
しているが、第２供給系１０Ｂのノズル５は、ｘｙ平面と平行にｙ軸方向負側に向かって
突出している。
【００５２】
　そして、図４に示すように、第１供給系１０Ａのノズル５は、溶剤Ｑを吐出する際には
、防水シート１００Ａの幅方向の一方側、すなわち、ｙ軸方向負側から、防水シート１０
０Ａの裏側（防水シート１００Ａと一方の防水シート１００Ｂとの間）に挿入される。こ
れに対し、第２供給系１０Ｂのノズル５は、溶剤Ｑを吐出する際には、防水シート１００
Ａの幅方向の他方側、すなわち、ｙ軸方向正側から、防水シート１００Ａの裏側（防水シ
ート１００Ａと他方の防水シート１００Ｂとの間）に挿入される。
【００５３】
　このように、供給系１０は、ノズル５を２つ有し、当該２つのノズル５は、溶剤Ｑを吐
出する際、防水シート１００Ａの幅方向の両側から、防水シート１００Ａの裏側に挿入さ
れる。これにより、各防水シート１００Ｂに対する防水シート１００Ａの接合作業を一括
して行うことができ、よって、その作業時間をできる限り短くすることができる。
【００５４】
　なお、供給系１０が有するノズル５の設置数は、本実施形態では２つであるが、これに
限定されず、例えば、３つ以上であってもよい。
【００５５】
　図５に示すように、ノズル５は、各車輪９２よりも前方に位置している。また、前述し
たように、各車輪９２は、ローラで構成されている。これにより、ノズル５を介して溶剤
Ｑが供給された防水シート１００Ａを表側から転圧することができる。この転圧により、
防水シート１００Ａと防水シート１００Ｂとの接合強度が増加し、よって、防水シート１
００Ａと防水シート１００Ｂとの間の防水性が長期間にわたって維持される。
【００５６】
　また、図３に示すように、流路３（供給系１０）は、ノズル５をｚ軸、すなわち、鉛直
軸回りに矢印β５方向と矢印β５’方向とに回動可能に支持する回動支持部３１を有して
いる。これにより、ノズル５を防水シート１００Ａの裏側に挿入する際には、ノズル５を
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矢印β５方向に回動させて、その挿入操作を行うことができる。また、ノズル５を防水シ
ート１００Ａの裏側から抜去する際には、ノズル５を矢印β５’方向に回動させて、その
抜去操作を行うことができる。このようにノズル５の挿入、抜去操作を迅速かつ円滑に行
うことができる。
【００５７】
　回動支持部３１の構成としては、特に限定されず、例えば、流路３を構成する金属製の
パイプを、ｚ軸回りに相対的に回転する外パイプと内パイプとし、この相対的な回転によ
り、ノズル５をｚ軸回りに回動させるよう構成されたものとすることができる。
【００５８】
　流路３の途中には、流量調整部４が設けられている。流量調整部４は、例えば、可変絞
り弁で構成することができる。これにより、流量調整部４は、絞り開度を変えることによ
って、流路３を通過する溶剤Ｑの流量を無段階に調整することができる。このような流量
調整部４により、ノズル５から溶剤Ｑを過不足なく供給することができる。
【００５９】
　なお、流量調整部４は、手動操作により溶剤Ｑの流量調整を行うよう構成されていても
よいし、または、例えば溶剤Ｑの粘度等の諸条件に基づいて自動的に溶剤Ｑの流量調整を
行うよう構成されていてもよい。
【００６０】
　流路３の途中には、流量調整部４よりも上流側にポンプ６が設けられている。ポンプ６
は、流路３内の溶剤Ｑをノズル５側に向かって送り出すものである。本実施形態では、ポ
ンプ６は、歯車ポンプで構成されている。歯車ポンプとしては、外接歯車ポンプや内接歯
車ポンプ等を用いることができるが、外接歯車ポンプを用いるのが好ましい。
【００６１】
　図５、図６に示すように、外接歯車ポンプであるポンプ６は、互いに噛み合う２つの歯
車、すなわち、駆動歯車（第１歯車）６１と、駆動歯車６１に噛み合う従動歯車（第２歯
車）６２と、駆動歯車６１および従動歯車６２を収納するハウジング６３とを有している
。
【００６２】
　駆動歯車６１は、力伝達部７を介して、車輪９２の回転力が伝達されて回転することが
できる。
【００６３】
　従動歯車６２は、駆動歯車６１と噛み合っており、駆動歯車６１からの回転力が伝達さ
れて、駆動歯車６１と反対方向に回転することができる。
【００６４】
　なお、駆動歯車６１および従動歯車６２は、それぞれ、平歯車で構成されている。また
、平歯車の形状および寸法（ＪＩＳ　Ｂ　１７２１に規定）は、駆動歯車６１および従動
歯車６２の双方とも同じとなっている。
【００６５】
　ハウジング６３は、内側に、ポンプ室６３１を構成している。ポンプ室６３１内には、
駆動歯車６１および従動歯車６２が回動可能に支持されている。
【００６６】
　ポンプ６としては、前述したように本実施形態では歯車ポンプを用いているが、これに
限定されず、例えば、チューブポンプやダイヤフラムポンプ等の各種ポンプも用いること
ができる。
【００６７】
　前述したように、各フレーム９４には、２枚の側板９４２の間に、複数の車輪９２が配
置されている。そして、図５、図６に示すように、接合装置１では、これら複数の車輪９
２のうちの１つの車輪９２（以下「車輪９２Ａ」と言う）の回転力を、力伝達部７を介し
て、ポンプ６に伝達することができる。以下、力伝達部７について説明する。
【００６８】
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　力伝達部７は、車輪９２Ａと同心的に連結、固定された第１プーリ７１と、ポンプ６の
駆動歯車６１と同心的に連結、固定された第２プーリ７２と、第１プーリ７１と第２プー
リ７２と間に配置された第３プーリ７３とを有している。なお、第３プーリ７３は、大径
プーリ７３１と、大径プーリ７３１と同心的に連結、固定され、大径プーリ７３１よりも
小径の小径プーリ７３２とで構成されている。
【００６９】
　また、力伝達部７は、第１プーリ７１と第３プーリ７３の大径プーリ７３１とに掛け回
された第１タイミングベルト７４と、第２プーリ７２と第３プーリ７３の小径プーリ７３
２とに掛け回された第２タイミングベルト７５とを有している。
【００７０】
　このように、車輪９２Ａと、ポンプ６の駆動歯車６１（ポンプ６が有する２つの歯車の
うちの一方の歯車）とは、複数のプーリおよびタイミングベルトを介して、連結された状
態となっている。
【００７１】
　なお、力伝達部７が有するプーリおよびタイミングベルトの設置数は、本実施形態での
設置数に限定されない。
【００７２】
　また、力伝達部７は、プーリおよびタイミングベルトの他に、さらに他の部材を有して
いてもよい。この場合、力伝達部７は、例えば、複数の歯車が噛み合って構成された減速
機を有していてもよい。
【００７３】
　そして、図５に示すように、防水シート１００Ａと防水シート１００Ｂとの重なり部１
０１にノズル５を挿入した状態で、接合装置１（走行系９）が矢印α１方向に前進したと
きには、第１プーリ７１が車輪９２Ａとともに、車輪９２Ａの回転方向（矢印β９２）と
同方向の矢印β７１方向に回転する。第１プーリ７１の回転力は、第１タイミングベルト
７４を介して、第３プーリ７３の大径プーリ７３１に伝達される。これにより、大径プー
リ７３１は、小径プーリ７３２とともに、矢印β７３方向に回転する。また、小径プーリ
７３２の回転力は、第２タイミングベルト７５を介して、第２プーリ７２に伝達される。
これにより、第２プーリ７２は、駆動歯車６１とともに、矢印β６１方向に回転する（正
転する）。また、駆動歯車６１の回転力は、従動歯車６２に伝達される。これにより、従
動歯車６２は、矢印β６２方向に回転する。このように、駆動歯車６１と従動歯車６２と
が一括して回転した（正転している）状態となることにより、溶剤Ｑを貯留部２からノズ
ル５まで送り出す力を生じさせることができる。これにより、ノズル５から溶剤Ｑが吐出
されて、重なり部１０１を接合することができる。
【００７４】
　また、前述したように、溶剤Ｑの吐出後には、重なり部１０１を各車輪９２で転圧する
ことができる。これにより、重なり部１０１での接合を強固な状態とすることができる。
【００７５】
　この接合作業終了後、ノズル５を防水シート１００Ａと防水シート１００Ｂとの間から
抜去することができる。
【００７６】
　また、ノズル５の抜去後、図６に示すように、接合装置１（走行系９）が矢印α２方向
に後退したときには、第１プーリ７１が車輪９２Ａとともに、車輪９２Ａの回転方向（矢
印β９２’）と同方向の矢印β７１’方向に回転する。第１プーリ７１の回転力は、第１
タイミングベルト７４を介して、第３プーリ７３の大径プーリ７３１に伝達される。これ
により、大径プーリ７３１は、小径プーリ７３２とともに、矢印β７３と反対の矢印β７

３’方向に回転する。また、小径プーリ７３２の回転力は、第２タイミングベルト７５を
介して、第２プーリ７２に伝達される。これにより、第２プーリ７２は、駆動歯車６１と
ともに、矢印β６１と反対の矢印β６１’方向に回転する（反転する）。また、駆動歯車
６１の回転力は、従動歯車６２に伝達される。これにより、従動歯車６２は、矢印β６２
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と反対の矢印β６２’方向に回転する。このように、駆動歯車６１と従動歯車６２とが一
括して回転した（反転している）状態となることにより、溶剤Ｑを貯留部２からノズル５
まで送り出す力が消失する。これにより、ノズル５からの溶剤Ｑの吐出が停止する。
【００７７】
　以上のように、接合装置１は、ポンプ６を電力供給で作動させるのではく、力伝達部７
が、走行時の車輪９２Ａの回転力をポンプ６を作動させる動力として、ポンプ６に伝達す
るよう構成されている。そして、接合装置１が前進しているときには、ノズル５から溶剤
Ｑを吐出することができる。一方、接合装置１が後退しているときには、ノズル５からの
溶剤Ｑの吐出が停止する。このように、接合装置１では、当該接合装置１の前進と後退と
を切り換えるという簡単な動作で、溶剤Ｑの吐出（排出）とその停止とを容易に操作する
ことができる。
【００７８】
　また、前進時の車輪９２Ａの回転力が一定であれば、ポンプ６の作動状態も一定に安定
する。これにより、貯留部２内の溶剤Ｑの貯留量によらず、ノズル５から排出される溶剤
Ｑの排出量を一定にすることができる。これにより、防水シート１００Ａの長手方向に沿
って、重なり部１０１での接合強度を均一にすることができ、よって、施工品質が安定す
る。
【００７９】
　＜第２実施形態＞
  図７は、本発明の防水シート接合装置の第２実施形態を示す斜視図である。
【００８０】
　以下、この図を参照して本発明の防水シート接合装置および防水シート接合方法の第２
実施形態について説明するが、前述した実施形態との相違点を中心に説明し、同様の事項
はその説明を省略する。
　本実施形態は、走行系の構成が異なること以外は前記第１実施形態と同様である。
【００８１】
　図７に示すように、本実施形態では、走行系９は、防水シート１００Ａに撚れや蛇行（
曲り）が生じた場合、その撚れや蛇行を矯正する矯正機構８をさらに備えている。矯正機
構８は、ｙ軸方向負側のフレーム９４の車体９１に支持された第１矯正機構８１Ａと、ｙ
軸方向正側のフレーム９４の車体９１に支持された第２矯正機構８１Ｂとで構成されてい
る。第１矯正機構８１Ａと第２矯正機構８１Ｂとは、配置箇所が異なること以外は、同じ
構成であるため、以下、第１矯正機構８１Ａについて代表的に説明する。
【００８２】
　第１矯正機構８１Ａは、２本のアーム８２と、２本のアーム８２同士を連結する連結部
８３と、連結部８３に支持されたガイド部８４とを有している。
【００８３】
　２本のアーム８２同士は、長尺状をなし、ｙ軸方向に離間して配置されている。各アー
ム８２は、前方、すなわち、ｘ軸方向正側に向かって突出しており、フレーム９４に片持
ち支持されている。
【００８４】
　なお、各アーム８２は、ｘ軸方向と平行な矢印β８２に沿って移動可能に支持されてい
るのが好ましい。これにより、各アーム８２をフレーム９４に対して出没させることがで
き、よって、防水シート１００Ａの状態等の諸条件に応じて、ガイド部８４（第１矯正機
構８１Ａ）のｘ軸方向の位置調整を行うことができる。
【００８５】
　連結部８３は、２本のアーム８２同士を複数箇所で連結する連結棒８３１で構成されて
いる。各連結棒８３１は、アーム８２の長手方向に沿って、間隔を置いて配置されている
。なお、連結棒８３１の設置数は、本実施形態では３本であるが、これに限定されず、例
えば、１本、２本または４本以上であってもよい。
【００８６】
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　３本の連結棒８３１のうちの前方に位置する２本の連結棒８３１には、ガイド部８４が
支持されている。ガイド部８４は、２本の連結棒８３１の間に架設された支持体８４１と
、支持体８４１に回転可能に支持されたガイドローラ８４２とを有している。
【００８７】
　そして、防水シート１００Ａに撚れや蛇行（曲り）等の変形が生じている場合、接合装
置１は、前進しつつ、ガイドローラ８４２によって、その変形を矯正することができる。
これにより、防水シート１００Ａが防水シート１００Ｂと接合される前に、防水シート１
００Ａの変形を解消することができる。よって、防水シート１００Ａは、変形が解消され
た状態で、防水シート１００Ｂと正確に接合されることとなる。
【００８８】
　なお、ガイド部８４は、ｙ軸方向と平行な矢印β８４に沿って移動可能に支持されてい
るのが好ましい。これにより、防水シート１００Ａの幅に応じて、ガイドローラ８４２の
ｙ軸方向の位置調整を行うことができる。
【００８９】
　＜第３実施形態＞
  図８は、本発明の防水シート接合装置の第３実施形態を示す側面図である。
【００９０】
　以下、この図を参照して本発明の防水シート接合装置および防水シート接合方法の第３
実施形態について説明するが、前述した実施形態との相違点を中心に説明し、同様の事項
はその説明を省略する。
　本実施形態は、走行系の構成が異なること以外は前記第１実施形態と同様である。
【００９１】
　図８に示すように、本実施形態では、走行系９は、接合装置１の走行速度を検出する検
出部９７と、検出部９７の検出結果を表示する表示部９８とを有している。
【００９２】
　検出部９７としては、特に限定されず、例えば、前記複数の車輪９２のうちの１つの車
輪９２の回転速度に比例した周波数の信号を発生させる信号発生部と、信号発生部で発生
した信号に基づいて、接合装置１の走行速度を演算する演算部とを有する電磁式回転検出
器等を用いることができる。
【００９３】
　なお、検出部９７は、車輪９２の回転数に基づいて、接合装置１の走行速度を検出する
よう構成されていてもよい。
【００９４】
　表示部９８は、ケーブル９９を介して、検出部９７と電気的に接続されたゲージ（スピ
ードメータ）である。この表示部９８は、検出部９７の検出結果としての接合装置１の走
行速度を、デジタル式に表示するよう構成されたものであってもよいし、アナログ式に表
示するよう構成されたものであってもよい。
【００９５】
　ノズル５からの溶剤Ｑの吐出量は、接合装置１の走行速度に比例する傾向にある。そこ
で、検出部９７と表示部９８とを有する構成により、できる限り防水シート１００の接合
に適した速度で、接合装置１を安定して走行させることができる。これにより、施工品質
が向上する。
【００９６】
　＜第４実施形態＞
  図９は、本発明の防水シート接合装置の第４実施形態を示す垂直部分断面図である。
【００９７】
　以下、この図を参照して本発明の防水シート接合装置および防水シート接合方法の第４
実施形態について説明するが、前述した実施形態との相違点を中心に説明し、同様の事項
はその説明を省略する。
　本実施形態は、ポンプの構成が異なること以外は前記第１実施形態と同様である。
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【００９８】
　図９に示すように、本実施形態では、ポンプ６は、インペラポンプで構成されている。
このポンプ６は、インペラ６４と、インペラ６４を収納するハウジング６５とを有してい
る。
【００９９】
　インペラ６４は、力伝達部７のタイミングベルト７４およびタイミングベルト７５等を
介して、車輪９２の回転力が伝達されて回転することができる。これにより、ハウジング
６５は、内側に、ポンプ室６５１を構成している。ポンプ室６５１内には、インペラ６４
が回動可能に支持されている。防水シート接合装置１が前進したときには、インペラ６４
を矢印β６４回りに正転させ、遠心力を生じさせて、溶剤Ｑを送り出すことができる。こ
れと反対に、防水シート接合装置１が後退したときには、インペラ６４を矢印β６４’回
りに反転させることができる。この場合、溶剤Ｑの送り出しが停止する。
【０１００】
　以上、本発明の防水シート接合装置および防水シート接合方法を図示の実施形態につい
て説明したが、本発明は、これに限定されるものではない。また、防水シート接合装置を
構成する各部は、同様の機能を発揮し得る任意の構成のものと置換することができる。ま
た、任意の構成物が付加されていてもよい。
【０１０１】
　また、図１１に示す態様の接合に接合装置を用いる場合には、第１供給系からの溶剤の
供給を停止させた状態として、第２供給系から溶剤を供給することができる。また、この
場合、走行系の連結板を取り外して、２つのフレームをそれぞれ分割し、第２供給系から
の溶剤の供給を行ってもよい。これは、矯正機構についても同様である。
【０１０２】
　また、供給系は、前記実施形態では第１供給系および第２供給系で構成されているが、
これに限定されず、第１供給系および第２供給系のうちの一方が省略されていてもよい。
【０１０３】
　また、走行系の車輪は、前記各実施形態では防水シートを表側から転圧する機能を有し
ているが、これに限定されず、転圧機能が無くてもよい。この場合、例えば、接合装置を
操作する作業者が防水シートを表側から足で踏みつけて、車輪による転圧に代えてもよい
。
【符号の説明】
【０１０４】
　１　　　　　　防水シート接合装置（接合装置）
　２　　　　　　貯留部
　２１　　　　　底部
　３　　　　　　流路
　３１　　　　　回動支持部
　４　　　　　　流量調整部
　５　　　　　　ノズル
　５１　　　　　吐出口
　６　　　　　　ポンプ
　６１　　　　　駆動歯車（第１歯車）
　６２　　　　　従動歯車（第２歯車）
　６３　　　　　ハウジング
　６３１　　　　ポンプ室
　６４　　　　　インペラ
　６５　　　　　ハウジング
　６５１　　　　ポンプ室
　７　　　　　　力伝達部
　７１　　　　　第１プーリ
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　７２　　　　　第２プーリ
　７３　　　　　第３プーリ
　７３１　　　　大径プーリ
　７３２　　　　小径プーリ
　７４　　　　　第１タイミングベルト
　７５　　　　　第２タイミングベルト
　８　　　　　　矯正機構
　８１Ａ　　　　第１矯正機構
　８１Ｂ　　　　第２矯正機構
　８２　　　　　アーム
　８３　　　　　連結部
　８３１　　　　連結棒
　８４　　　　　ガイド部
　８４１　　　　支持体
　８４２　　　　ガイドローラ
　９　　　　　　走行系
　９１　　　　　車体
　９２　　　　　車輪
　９２Ａ　　　　車輪
　９３　　　　　ハンドル
　９４　　　　　フレーム
　９４１　　　　天板
　９４２　　　　側板
　９４３　　　　支柱
　９５　　　　　連結板
　９６　　　　　ポール
　９７　　　　　検出部
　９８　　　　　表示部
　９９　　　　　ケーブル
　１０　　　　　供給系
　１０Ａ　　　　第１供給系
　１０Ｂ　　　　第２供給系
　１００　　　　防水シート
　１００Ａ　　　防水シート
　１００Ｂ　　　防水シート
　１０１　　　　重なり部
　Ｑ　　　　　　溶剤
　ＶＬ　　　　　仮想線
　α１　　　　　矢印
　α２　　　　　矢印
　β５　　　　　矢印
　β５’　　　　矢印
　β６１　　　　矢印
　β６１’　　　矢印
　β６２　　　　矢印
　β６２’　　　矢印
　β６４　　　　矢印
　β６４’　　　矢印
　β７１　　　　矢印
　β７１’　　　矢印
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　β７３　　　　矢印
　β７３’　　　矢印
　β８２　　　　矢印
　β８４　　　　矢印
　β９２　　　　矢印
　β９２’　　　矢印

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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